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第２表送風温度別の胴割歩合と梅雨前後の食味評価（樹脂袋)(1年）

送風温度貯蔵形態胴割歩合直後評価点：梅雨後評価

℃ ％

4０玄米0.0

11

0.000(NS）‐0.071(NS）

籾-0.067(NS）

5０玄米0.30.000…０．０００

籾-0.133(NS）

6０玄米０．９‐0.3168(NS）＋0.267(NS）

籾-0.333(NS）

注）①胴割歩合は強胴割れを示す。②供試品種はツクシホマレ
③貯蔵は樹脂袋

形式

万石式NK503

揺動式APS30
CX(2)

32雛
40℃

鱒ユ図

第３表選別装置の異なる籾すり機の作業性能(１年）

糊３２雛籾玄沫
5ORC６OHC

籾

Ｐ
。
鹿
昌
厨
、
興
里
Ｐ
・
○
活
性

画
。
口
車
。
，
車
■
・

一
句
々
０
《
歴
》
一
皇
》
。
α
一
『
一
《
ロ
》
（
〆
』
一
■
■
□
免
園
》

同左指数

％

9４
100

(100）

常,温１５℃０，℃

露２国玄米貯碇理度別のパーオキシダーゼ活性の

饗阻廻度の遮いによるリノール酸の経時変化経時変化(1年ツクシホマレ樹耐勤
(1年ツクシホマレ樹而投）
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Ⅶ資料名
１６２～６３年度福岡県農業総合試験場農業機械研究室試験成績書

２元年度福岡県農業総合試験場機械化作業研究室試験成績書
３６２～１年度福岡県農業総合試験場流通利用研究室試験成績書


